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第 22 回デジタルアーカイブ研究会 発表概要 

 

 

1. 企業サイトにおける「会社の歴史」コンテンツの分析 
～国内ブランド力上位 30 社の現状～                  （13：00～13：15） 

増田 和也（岐阜女子大学大学院 文化創造学研究科） 
自社の歴史をコーポレートサイトで公開することは、企業ブランディングにおいて有益だと考える。しかしサイト訪問者の印象

に残るコンテンツを作成するには、相応の人的資源と時間を費やさねばならない。投資対効果を勘案した上で、企業は「会社の

歴史」コンテンツにどれほど重きを置いているのか。調査会社が発表した 2023年のブランド力トップ 30に該当する国内企業の現

状を分析し、その傾向を明らかにする。 

 
2. デジタル博物館の登録博物館認定について 

（13：15～13：30） 
武田 剛朗（大網白里市教育委員会） 

令和５年４月に、博物館法が７０年ぶりに改正されたことにより、展示施設を持たなくとも、博物館法による登録が

可能となり、大網白里市デジタル博物館の取組が、改正博物館法の趣旨と合致したことから、令和６年１月に条例等を

整備し、同年３月に登録博物館として認定された。 
このことは、展示施設を持たず、インターネットを中心に資料を公開している機関としては、全国初の事例である。

そこで、デジタルアーカイブ機関が登録博物館となった一事例として、報告をする。 
 

3. 地域資源の学習活用を促すハイブリッドアーカイブの構築 
（13：30～13：45） 

前川 道博（長野大学）              
藤本蚕業プロジェクトでは長野県上田市の「藤本蚕業歴史館」を対象に所蔵資料のデジタル化、デジタルツイン化に

取り組んできた。これにより地域のどこからでも、また学校の教室からでもタブレットやスマホ利用により眼前で資料

館をバーチャルに探検、資料閲覧ができるようになった。見学・閲覧は開館日を限定することで現地利用が柔軟でかつ

効果的に運用できる。d-commons.net、Matterport、SVG の技術適用により実現した。このようなリアル、バーチャルを

両輪とするハイブリッドアーカイブを地域 DX のモデルとして各地で実現していくことを提案する。 

 

4. 地口絵を遺すためのデジタルアーカイブ化と保存・利活用 

～荒川・入間川流域の地口絵と絵師のオーラルヒストリー～       （13：45～14：00）            
加藤 栄子（岐阜女子大学大学院 文化創造学研究科） 

「地口（じぐち）」は語呂を合わせた洒落で、享保年間より流行し、地口に合わせ戯画を添えた地口絵は、稲荷神社の

初午祭礼などで地口行灯（行燈）として立てられた。 
地口は、言語学として主に研究され、地口絵も文字による記録の比重がまだ高いことから、紙媒体の避けられぬ劣化

や消失に備え、際物の地口絵を画像データとして遺し、また、絵師が減少するなか、映像によるオーラルヒストリーと

して収録することによって、地域アーカイブとして保存し、伝承、復活の際の利活用が可能となるようデジタルアーカ

イブ化が必要である。 
 



 

※発表時間は 10分、質疑応答は 5分です。 

5. 怪談研究へのデジタルアーカイブの視点導入に関する検討 
 （14：00～14：15） 

森 翔大（名古屋大学大学院 人文学研究科） 

発表者の専門は日本近世文学であり、主に怪談・奇談（怪異小説）の研究を行っている。近世には数多くの怪談集が

執筆・出版されていることに加え、怪談の舞台は日本各地さまざまで、地域性が見られることもある。そのため、研究

においては多くの怪談の舞台や特徴といった情報を整理していくことになる。 

本発表では、このような怪談研究にデジタルアーカイブの視点を導入し、怪談の情報をメタデータとして捉えて整理

することの効能について検討してみたい。 

 

6. 米国国立公文書館日本関連資料の利用にあたって 
～画像資料の利用（同一性保持権）に関わって～            （14：15～14：30） 

熊﨑 康文（岐阜女子大学） 
元岐阜女子大学教授の菊川健先生が、当時の文部省科学研究費で米国国立公文書館から約 4,000 件の映像を収集され

た資料が岐阜女子大学に保管されている。戦中から戦後の国の機関から市井の人々の様子まで記録された貴重な資料で、

基本的にパブリックドメインとして利用が可能である。近年、AI 等による白黒画像のカラー化が行われているが、米国

国立公文書館の白黒画像のカラー化について許諾の要を同館に問い合わせたところ、可能であるとの回答を得た。 
 

7. 大学生によるバーチャルツーリズムコンテンツの制作 
－下呂温泉街を例に－                        （14：30～14：45） 

林 知代（岐阜女子大学） 

デジタルアーカイブ１・２年生 48 名で、下呂温泉街の 10 軒の旅館の館内施設を 360 度パノラマ画像を撮影をさせて

いただき、旅館内の 360 度パノラマツアー制作と旅館ロビー空間のメタバース化を行った。その意義と 360 度パノラマ

画像デジタルアーカイブ化の課題について報告する。 
 

8. 中国語対面・オンラインレッスンの教材研究開発 
（14：45～15：00） 

鈴木 かおり（岐阜女子大学大学院 文化創造学研究科） 

2014 年～2020 年まで子ども向け中国語サークル活動を行ってきたが、2020 年の新型インフルエンザ等感染症流行に

より、対面レッスン用のカリキュラム・教材をオンライン用に開発する必要があった。 

対面レッスンでは効果的であった教材が、オンラインでは効果を発しないケースがあった。本研究では、対面レッス

ンとオンラインレッスンにおける教材の有効性を比較し、それぞれの利点と課題を明らかにする。 
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＊１Kazuya,MASUDA：岐阜女子大学大学院 文化創造学研究科

企業サイトにおける「会社の歴史」コンテンツの分析 

～国内ブランド力上位30社の現状～

    増田 和也＊１ 

＜概要＞自社の歴史をコーポレートサイトで公開することは，企業ブランディングにおいて有益

だと考える。しかしサイト訪問者の印象に残るコンテンツを作成するには，相応の人的資源と時

間を費やさねばならない。投資対効果を勘案した上で，企業は「会社の歴史」コンテンツにどれ

ほど重きを置いているのか。調査会社が発表した2023年のブランド力トップ30に該当する国内企

業の現状を分析し，その傾向を明らかにする。 

＜キーワード＞会社の歴史，企業ブランディング，ブランド力，コーポレートサイト 

１．研究目的 

 企業には事業活動の中で生み出された歴史

的資産が多く存在する。社会の側から見た場合，

これらを誰もが学習・研究・創作活動等の分野

で幅広く活用できるようになるのが望ましい。 

コーポレートサイトの在り方は時代ととも

に変遷し，近年はブランディングが重視されて

いる。企業の側から見た場合，歴史的資産の公

開はブランド戦略上有効だと考える。 

 本研究の目的は，ブランド力が高いとされる

企業は「会社の歴史」をデジタルコンテンツ化

している可能性が高いと仮説を立て，その公開

状況と内容を調査・分析し，傾向・模範的事例・

問題点を明らかにした上で，未公開企業に今後

どのように展開されるのかを考察することで

ある。 

２．ブランド力上位企業とは 

 1974年ロンドンで設立されたブランディン

グ専門会社の日本拠点・インターブランドジャ

パン社が発表した「ベストジャパンブランド

2023」を参照し，ランキングの上位をブランド

力上位企業と定義した。（図-1） 

（図-1 ベストジャパンブランド2023上位50

社） 

３．「会社の歴史」公開状況 

ブランド力上位50の企業が自社の運営する

サイトに，歴史の出来事を文章表現と画像等か

ら成るコンテンツとして公開している割合は

74.5%に上った。ここにはコーポレートサイト

以外の特設サイトも含む。（図-2,図-3）

 設立50年以上で東証スタンダードの中小製

造業について同様の調査を行ったところ，①の

独立したコンテンツを公開している企業は50

社中4社，8.0％であった。 

（図-2 会社の歴史公開状況の円グラフ） 

 （図-3 会社の歴史公開状況・件数と割合の

表） 

４．コンテンツに対する評価 

 ブランド力上位31社の「会社の歴史」ページ

をつぶさに調査し1社ごとに評価を行う。 

コンテンツがどのようなメディア種類でどの

ような内容を構成しているのかと，すべての利

用者にとって使いやすいものになっているの

か，という2つの視点から20の指標を設定。（図

-4）
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採点は，各指標5点満点でそれぞれに設けた基

準に照らして行う。 

 （図-4 評価指標20項目） 

５．コンテンツの中身の調査結果 

コンテンツの中身16指標の最高点は画像の

メタデータであった。（図-5）

メタデータはキャプションの他，テキストコ

ンテンツの文章内に含まれていることも多い。

デジタルアーカイブのプラットフォームとは

違って，メタデータを活用した画像検索は困難

だが，画像の情報とあわせて周辺情報まで知る

ことができるのが特徴である。

 (図-5 コンテンツの中身・指標順位) 

（図-6 ユーザーへの配慮・指標順位） 

７．今後の展開についての考察 

 ブランド力上位企業の多くが「会社の歴史」

ページを公開しており，ブランド戦略において

必要なコンテンツと認識していることが明ら

かになった。ただし実際にブランディングに寄

与しているか，という点については疑問が残る。

理由は次の2点である。 

①サイト訪問者が見つけやすい状態になって

いない

②制作することで完結してしまっている

これはコンテンツ自体にブランディング効

果がない，ということではない。むしろ各企業

が有する歴史の情報や写真は，サイトを訪れた

人々に発見と感動を与え，知識をもたらし，郷

愁を誘う，貴重なものであった。十分な人と時

間を投資できない中小企業であっても，小さな

コンテンツからスタートし，目に留まりやすい

サイト配置上の工夫と継続的な更新により，ブ

ランディングに効果を発揮する，と考える。

６．ユーザーへの配慮の調査結果 

ユーザーへの配慮4指標は，アクセシビリテ

ィと見つけやすさで大きな差があった。 

アクセシビリティに関しては，ユニバーサル

デザインで細かな部分に不完全さが見られた

が，どの企業も重視していることが見て取れた。 

 一方見つけやすさの数値は低く，企業が考え

るサイト内の他のコンテンツとの比較におい

て，現状「会社の歴史」の順位は高くない。 

（図-6） 
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＊１Takaaki,Takeda ：大網白里市教育委員会 

 

デジタル博物館の登録博物館認定について 

 
                                                                    武田 剛朗＊１ 

 
＜概要＞令和５年４月に，博物館法が７０年ぶりに改正されたことにより，展示施設を持たなく
とも，博物館法による登録が可能となり，大網白里市デジタル博物館の取組が，改正博物館法の
趣旨と合致したことから，令和６年１月に条例等を整備し，同年３月に登録博物館として認定さ
れた。 
このことは，常設展示施設を持たず，インターネットを中心に資料を公開している機関としては，
全国初の事例である。そこで，デジタルアーカイブ機関が登録博物館となった一事例として，報
告をする。 
＜キーワード＞デジタル博物館，デジタルアーカイブ，登録博物館，博物館法，地域振興 
  
１．はじめに 
 大網白里市デジタル博物館（※以降，デジタ
ル博物館）は，平成３０年（２０１８）２月に
公開したインターネット上の博物館で，常設展
示施設を持たずにネット上を中心に活動して
いる博物館であり，大網白里市教育委員会（※
以降，市教委）が運営をしている。公開当時か
ら「館を持たない自治体が提案する本格的デジ
タル博物館」をコンセプトとして，デジタルア
ーカイブシステムＡＤＥＡＣ上で運用してい
る。 
 令和５年４月に，博物館法が７０年ぶりに改
正されたことにより，展示施設を持たなくとも，
登録博物館となれることとなり，その取り組み
が，改正博物館法の趣旨と合致することとなっ
た。令和６年１月に条例等を整備し，同年３月
に登録博物館として認定された。 
 このことは，展示施設を持たず，インターネ
ットを中心に資料を公開している機関として
は，全国初の事例である。そこで，デジタルア
ーカイブ機関が登録博物館となった事例とし
て報告することで，今後のデジタルアーカイブ，
デジタルミュージアムの可能性を考える機会
としたい。 
 
２．登録までの経緯について 
 博物館法改正に向けて審議された令和４年
６月の文化審議会第４期博物館部会の中の「博
物館をデジタル化して展示する博物館の取扱
い」 では，「教育的配慮をもって「展示」さ
れており，学芸員が資料の内容等に関する問い
合わせに対応する体制を確保されているこ
と。」が示された。法改正のポイントが上記の
ことであることから，市教委では，デジタル博
物館が登録博物館となれる可能性について検
討を開始した。 
 検討を進める上で，課題となったことが，条
例の制定，館長・学芸員の配置，資料の公開日
数に関することであった。条例については，法

改正後に制定することとなり，館長・学芸員の
項目を条例に盛込むことで解決できると考え
た。また，公開日数については，以下のポイン
トで活動していれば，公開していると解釈でき
るということから，現状でも規定に達している
と考えられた。 
・学芸員が利用者からの問合せに対応できる状
態である。 
・博物館資料を解説する機会，利用者の求めに
応じて実物資料の閲覧をさせる。 
・地域の利用者に学習機会の提供がなされてい
る。 
・デジタルアーカイブ化した資料に関する講演
会等が開催されている。 
 
３．条例・規則の制定について 
 次に検討時点で基準に達していない点を考
えたところ，最大の課題となったことは，条例
が制定されていないことであった。改正博物館
法では，登録の審査をするのは,都道府県の教
育委員会であり，千葉県の基準ⅱでは「博物館
の設置条例」が必要な書類とされ，条例の制定
は急務であった。そこで，設置及び管理に関す
ることは「条例」に，管理及び運営に関するこ
とは「規則」に盛り込むこととした。 
 主な点を具体的に見ていくと，条例第２条
「目的及び設置」に資料の収集対象が書かれて
おり，「歴史，芸術，民俗，産業，自然等」と
されている。また目的は，「教養，調査研究，
レクリエーション等に資すること」とされてい
る。次に第４条を見ていくと第５条では「事業」
が書かれており，そこで「資料を収集し，保管
し，並びに公開し，及び展示すること」を記載
されている。 
 続いて規則第４条では，「閉館等」が定めら
れている。「閉館する必要があると教育委員会
が認めた場合」及び「管理及び運営上やむを得
ない場合」が閉館するときである。これらは大
規模災害が起きたときや，サーバーメンテナン
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スが必要な場合を想定しており，それ以外はイ
ンターネット上で常時公開していることとし
ている。また，第７条では「職員」について定
めており，「館長」と「学芸員」の配置につい
て記載されている。
 上記のことから，前節で述べた登録までの課
題であった「条例の制定」，「館長・学芸員の
配置」，「資料の公開日数」が改善され，基準
に達することとなった。 

４．登録申請から認定について 
 令和６年１月１日付けで，条例と規則が制定
されたことにより，市教委は正式に登録申請を
することとなった。 
 千葉県の基準においては，（１）基本的運営
方針，（２）資料の収集・管理方針，（３）目
録の作成，資料の管理・活用，（４）展示，（５）
調査研究，（６）教育活動，（７）研修機会の
確保が適合していることが条件となっていた。
市教委はこれら全てを適合する書類を提出し
て審査を受けることとなった。また，改正博物
館法第１３条「登録の審査」では，「都道府県
の教育委員会は，登録を行うときは，あらかじ
め，博物館に関し学識経験を有する者の意見を
きかなければならない」とあることから，学識
経験者による現地審査を受けることとなった。
この際には，事前にデジタル博物館のサイト閲
覧はもちろんであるが，設置場所となる教育委
員会生涯学習課の事務室及び資料収蔵庫の現
地確認も含まれることとなった。 
 これらの審査を経て，デジタル博物館は令和
６年３月２９日に千葉県から登録博物館とな
ったことの連絡を受けた。 

５．今後の課題と展望について 
 上記のとおり，デジタル博物館は，常設の展
示施設を持たずにインターネット上を中心に
活動する博物館としては，全国初の事例となっ
た。登録申請までの様々な要件を整備する中で，
それまで不明確であったことが，条例や規則の
制定により位置付けられることとなった。特に
職員の規定の中で館長・学芸員が明確に定めら
れたことは大きな成果と言える。また，登録博
物館となったことで，博物館の活動に対する文
化庁の所管する各種助成金に申請できること
となり，資金的な計画が立てやすくなったこと
も大きなメリットである。 
しかしながら，今後の課題は何点かある。 

・資料の収集，保存，展示，調査研究における
ミッション（理念・使命）が未制定であること。
・安定的かつ継続的に活動するための事業計画
が不安定であること。

・学芸員の配置が１名であるため，調査・研究
の体制が脆弱であること。また，人事異動等で
体制が変わる可能性があること。
・資料の閲覧などに対応するスペースが確保で
きていないこと。
・デジタル端末がない方や操作方法をわからな
い方に対して支援すること。
 上記のことは，今後の運用において，改善す
べき点である。 
 また，今後の展望としては，インターネット
上を中心とした活動を更に進めるために，現在
も市教委が運用している「デジ博公式Ｘ」など
のＳＮＳで効果的に情報を発信したい。そして，
以前から行っている市民団体への出前講座や，
市内小学校から依頼のある出前授業に力を入
れて活動を継続したい。 
 更には，デジタル博物館を単なる「歴史，芸
術，民俗，産業，自然等」の情報発信ページで
終わらないように，市役所の広報部門や観光部
門と連携を密にするなど，市全体に波及する施
策としていきたい。また，市役所施設の空きス
ペースに不定期でもよいので，実物資料の展示
も行っていきたい。これらの地道な活動のひと
つひとつが将来的な常設の展示施設に繋がる
と考える。 

６．おわりに 
 デジタル博物館の登録認定までの一連の動
きを見てきたが，登録が達成された最大の要因
は博物館活動の基本コンセプトを公開当初か
ら「館を持たない自治体が提案する本格的デジ
タル博物館」として，博物館活動の理念を理解
した上で活動してきたからと考える。その動き
の中で，改正博物館を参照した上で，都道府県
の基準に基づいて，条例・規則を制定したこと
がスムーズな登録認定に繋がったと言える。
 以上のように，大網白里市デジタル博物館を
デジタルアーカイブ，デジタルミュージアム機
関の一事例として報告をしたが，これがひとつ
のモデルケースとなれば幸いである。 

【参考資料】  
ⅰ文化庁ＨＰ「博物館資料をデジタル化して展
示する博物館の取扱いについて」 
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashin
gikai/hakubutsukan/hakubutsukan04/02/pdf/
93734001_02.pdf 
(2024.6.11閲覧） 
ⅱ千葉県ＨＰ「博物館の登録手続きについて」 
https://www.pref.chiba.lg.jp/bunshin/muse
um/tourokujimu.html 
（2024.6.11閲覧） 
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＊１MAEKAWA Michihiro：長野大学（〒386-1298 上田市下之郷658-1）maekawa@nagano.ac.jp 
 

地域資源の学習活用を促すハイブリッドアーカイブの構築 

 

                                                                    前川 道博＊１ 

 

＜概要＞藤本蚕業プロジェクトでは長野県上田市の「藤本蚕業歴史館」を対象に所蔵資料のデジ

タル化，デジタルツイン化に取り組んできた。これにより地域のどこからでも，また学校の教室

からでもタブレットやスマホ利用により眼前で資料館をバーチャルに探検，資料閲覧ができるよ

うになった。見学・閲覧は開館日を限定することで現地利用が柔軟でかつ効果的に運用できる。

d-commons.net，Matterport，SVGの技術適用により実現した。このようなリアル，バーチャルを両

輪とするハイブリッドアーカイブを地域DXのモデルとして各地で実現していくことを提案する。

＜キーワード＞デジタルアーカイブ，地域資源，学習支援，ハイブリッドアーカイブ 

  
１．はじめに 

 社会のデジタル化が進展しつつある現在，

地域社会においては地域資料のデジタルアー

カイブ化は喫緊の課題と言えよう。しかしな

がら現実には未だに地域資料のデジタルアー

カイブ化に取り組む文書館（アーカイブズ）

等の施設は曲がりなりにも多いとは言えな

い。民間や小規模の市町村等が運営する小規

模の文化施設もまた数多く，そうした施設が

デジタル化の恩恵を受けていない状況にも筆

者は数多く接してきた。 

 デジタル化の進展は学習環境にも大きな変

革をもたらしている。その最も端的な傾向の

一つは，パソコン，スマートフォン，タブレ

ット等デジタルなメディア環境を多くの人々

が既に使っている社会状況である。筆者は生

涯学習支援を含む知識循環型デジタルコモン

ズモデルを提起した(図１)[1]。 

 

 
図１ 知識循環型デジタルコモンズの概念 

 

 従来の生涯学習・社会教育は施設中心に個

人の学習支援を発想・計画してきた点に課題

がある。ICTが普及した現代においては，ネッ

トワークが活用され，学習の場所が自宅か学

校などを問わず，いつでもどこでも学習者の

眼前に学び環境があることが望ましい。 

学校においては，GIGAスクール政策によ

り，全国どの学校においても児童生徒に１人

１台のタブレットが支給され，学校の学習環

境も一変した。これと並行して新指導要領に

おいては「探究学習」の実施に重点が置かれ

ている。しかし探究学習を実践指導できる教

員は必ずしも多いわけではない。ネットで調

べ学習をする傾向も目立つ。探究学習には，

通説等の二次資料から受け売りするのではな

く，真の探究が可能な一次資料の充実が望ま

れる。 

藤本蚕業プロジェクト（代表：筆者）では

以上の社会状況を踏まえ，長野県上田市の

「藤本蚕業歴史館」を対象に所蔵資料のデジ

タルアーカイブ化に加え，施設そのもののデ

ジタルツイン化に取り組んできた。 

 

２．『藤本蚕業デジタルコモンズ』の構築 

 藤本蚕業歴史館（長野県上田市）は蚕種製

造業を営んでいた企業「藤本蚕業」（1908年

～，後に藤本工業）の社屋２階に開設された

私立文書館（アーカイブズ）兼展示施設（ミ

ュージアム）である。文書館機能と展示機能

を併せ持つ施設として2009年に開設した。 

 旧藤本蚕業社屋は1927年築の歴史的建造物

である。かつて蚕種製造を行う蚕室として使

われていた全５室と廊下の一部を文書兼展示

室に転用した。 

 藤本工業が藤本蚕業の社屋等に蓄積されて

いた文書群の整理を地元の近現代史研究会に

依頼し，2009年，6年の歳月を経て約2万点に

及ぶ資料が目録化され同館に収蔵された。 

 藤本蚕業歴史館は，開設後，時折り見学者

が来館することはあっても所蔵資料の閲覧に

訪れる方は極めて稀であった。同館の管理運

営は藤本工業の若干名が対応している状況で

もある。 

 藤本蚕業歴史館のように，訪れる人が殆ど
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いない文書館の利用機会を増やすには，その

デジタルアーカイブ化は必定であろう。その

実現に向け，藤本蚕業プロジェクト（代表：

筆者）によるデジタルアーカイブ化の取り組

みを2022年度にスタートさせた。 

 2022年度，所蔵資料目録のデジタル化，所

蔵資料のデジタル化に着手した。目録化は

2009年度時点で完了はしていたものの，目録

は印刷物として刊行されたまま，デジタルデ

ータが存在しない状況であった。そのため，

目録のテキストコード化，データベース化を

図り，デジタルコモンズサイト『藤本蚕業デ

ジタルコモンズ』を開設した[2]。 

同サイトは「史料(資料)目録」「資料アー

カイブ」「藤本蚕業歴史館ウォーク」(以下

「ウォーク」)の３サイトで構成した。サイト

の構築，運用には筆者らが開発をしたデジタ

ルコモンズクラウドサービスd-commons.netを

適用した(図２) [3]。

(https://d-commons.net/fujimoto-dc/) 

図２ 藤本蚕業デジタルコモンズ 

 2023年度は所蔵資料のデジタル化をさらに

進めつつ，館内空間，各室に配置された書庫

内を，ネット上であたかもリアルな館内にい

るかのように，かつインタラクティブにアク

セスできるデジタルツイン化に取り組んだ。

３．藤本蚕業歴史館ハイブリッドアーカイブ 

(1) ハイブリッドアーカイブ

リアル施設「藤本蚕業歴史館」はデジタル

コモンズサイト『藤本蚕業デジタルコモン

ズ』を開設したことにより，両者の関係がリ

アル施設，バーチャル施設というハイブリッ

ドアーカイブに変容(transformation)した(図

３)。両者の橋渡しをしているのがデジタルツ

イン空間「ウォーク」である。

図３ 藤本蚕業歴史館のハイブリッド構成 

 藤本蚕業歴史館は，公共の文書館・博物館

と異なり，通常は閉館している。利用予約が

あった場合に開館するものの，資料閲覧・利

用には係員がいて利用者をサポートできるわ

けではなく，どの資料がどの部屋のどの書庫

に入っているかなどのきめ細かな情報提供も

難しい。資料管理の点でも課題があり，利用

者が増加した場合の人的な対応にも限界があ

る。 

以上の課題を解決するためにデジタルツイ

ン化を行った。その中核となるのが「ウォー

ク」である。「ウォーク」は館内全体を３D化

された情報空間をバーチャルに移動できるデ

ジタルツイン空間（リアル施設とうり二つの

インタラクティブな３D情報空間）である(図

４)。

図４ デジタルツイン「ウォーク」画面 

 書庫が閉架式で資料の授受に職員が対応す

る通常の文書館と異なり，利用者は直接，任

意の書庫から資料を取り出し閲覧する運用形

態となる。「ウォーク」は現地においても必

要な資料にアクセスしやすくするナビゲーシ

ョンサービスとなる。施設に訪れなくてもネ

ットを介していつでもどこからでも自由に館

内を歩き回ることができる。 

リアルに，あるいはバーチャルに任意の書

庫を開くと書庫内の棚，文書群が可視的に表

示される。文書群は資料目録の小分類に沿っ

て配置されており，文書群の塊を選ぶと資料

リストが直ちに表示される(図５)。デジタル

化した資料はネットから常時閲覧が可能であ

る。

この他，館内の展示パネル等もデジタルツ

イン空間から任意に表示できるようにした(図

６)。展示パネルは図７のように表示される。
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図５ 書庫を開き棚上の文書群を選ぶ 

図６ デジタルツイン空間の展示パネル 

図７ 展示パネルの事例 

 展示パネルは，見学の際に限られた時間の

中で見学者がそれらを逐一読解しながら時間

を割いて学習を進めるのは難しい。デジタル

ツイン空間ではゆっくりとパネルを参照しな

がら，画像や説明文を場合によって再利用す

ることも容易であるため，探究的な学習の素

材としても役立てることができる。オープン

データとして公開しており，その再利用もし

やすくしている。

(2) リアル施設のリデザイン

係員を常駐できない館内の管理運営にはさ

まざまな運営上の困難がある。第一には運営

管理の人的負担を伴うものであること，第二

には資料の紛失や元の場所への戻しがなされ

なくなることの問題である。加えて，所蔵資

料や展示が本来の学習者・研究者に役立てら

れにくいことも大きな課題である。 

 これらの課題解決のため，藤本蚕業歴史館

では具体的に次の方策を取ることとした。 

1) 館内のWIFI対応と閲覧コーナー設置

館内は常時WIFIが利用できる環境とした。

自分のタブレット等を利用することによりデ

ジタルツインサイト「ウォーク」を館内で自

由に参照することができる。 

 館内には各部屋に閲覧コーナーを設け，資

料を書庫に近い各部屋で閲覧できるようにし

た(図８)。 

図８ 藤本蚕業歴史館の館内構成 

2) 見学会・共同閲覧日の運営

一般市民，児童生徒にとって地元の現地

施設に赴き，リアルな環境，資料に触れ

ることは地域学習のこの上ないフィール

ド学習となる。そのため日を限定して見

学会・共同閲覧日を設けることとした。

管理運営の面でも日程を限定することで

スタッフ対応もしやすくなる(図９)。

図９ 地元高校生見学の様子 

3) オンラインによる「資料を見合おう会」

同館の所蔵資料は蚕種製造業の唯一無二の

一次資料が膨大に残されていることに加え，

広範な分野の書籍・雑誌・新聞等も含めた

「悉皆」資料群である点にその特異性があ

る。これらの資料は市民・研究者ばかりでな

く中高生の探究学習に役立つ可能性がある。

このように業種の専門性と悉皆性を兼ね備え

た資料群は，地元に限らず広く全国から利用

されることでその有用性はさらに高められ

る。その観点から数回にわたり藤本蚕業資料
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館で「資料を見合おう会」をオンライン併用

での実施を試みた(図10)。 

 
図10 オンラインによる資料を見合おう会 

 

4) 学校での地域学習との連動 

 筆者らは藤本蚕業歴史館の支援活動と併

せ，地元学校での児童生徒の主体的な地域学

習の支援を行っている。藤本蚕業歴史館の地

元住民自治組織が運営する地域デジタルコモ

ンズサイト『みんなでつくる西部地域デジタ

ルマップ』[4]に地元小学校の児童が地域学習

成果のアウトプット化に役立てている。 

 

４．デジタルツイン空間の実装デザイン 

 デジタルツイン空間「藤本蚕業歴史館ウォ

ーク」の実装にはMatterport(デジタルツイン

空間)，SVG(Scalable Vector Graphics)，d-

commons.net（デジタルコモンズクラウドサー

ビス）の３ツールを適用した。 

 Matterportは，建物の室内を自由に移動で

きる３D情報空間作成のツールである。室内に

は書庫が33基，その他展示物，展示パネル等

がある。それぞれの書庫，展示物等には

Matterportのタグを付け，書庫タグに対して

はSVGで作成した書庫のクリッカブルマップを

介して資料にアクセスできるようにした。こ

れによりデジタルツイン空間の実用性が著し

く向上した。 

 Matterport，SVGの併用によるデジタルツイ

ン空間の実装は，実装作業自体が容易であっ

た点も強調しておきたい。Matterportによる

３Dデータの実装は学生２名が約２時間の撮影

作業でほぼ完了した。SVGによるクリッカブル

マップの作成は所蔵資料目録の小分類に沿っ

ていることから，目録のカテゴリ空間とのマ

ッピングがしやすく，SVGはマップ画像に対し

てスケーラブルであるため，スマホ等の画面

でも支障なく利用できる利点がある。 

 以上のとおり，デジタルツイン空間の実装

を図ったことにより，d-commons.netをデジタ

ルツイン対応に機能強化できたことも，本事

業の大きな成果である。 

 

５．ハイブリッドアーカイブ構築の効果 

1) 地域学習・開かれた学習成果共有の実現 

 リアル施設をハイブリッドアーカイブ化し

たことにより，これまで学校での総合学習・

探究学習とは乖離していたリアル施設（藤本

蚕業歴史館）に対し，タブレットを介して児

童生徒が自分の眼前で自由にアクセスできる

ようになった。さらにd-commons.netのバーチ

ャルな環境でリアル空間に入り込めるインタ

ラクティビティは学習者にとって，何かを探

究したいという動機付けにつながる。 

2) 小規模施設のDX化解決策 

 『藤本蚕業デジタルコモンズ』は，低予

算，低負担でデジタルアーカイブサイト構築

ができるスタートアップ型モデル[5]にも適合

する。今回は新たにデジタルツイン化を図る

ことで，小規模施設においてもデジタルアー

カイブ化に踏み出せる可能性を示すことがで

きた。３D空間の実装が比較的平易にできるこ

と，それが住民や児童生徒に関心を持っても

らう接点となることは，を検証できた。藤本

蚕業歴史館では，リアル施設の利用も想定し

たハイブリッドアーカイブとしたが，極めて

利用頻度の少ない文化施設を開館するため

に，係員を配置し運用することには自ずと限

界がある。その効果を考えると人的・経済的

負担に見合わない上，一番の受益者となる学

習者にとっても，最も学習がしやすい眼前の

パソコン，タブレット等にリアルな３D空間，

デジタル化資料を提示することが，DX実現の

入口となるであろう。 

 リアルとバーチャルを両輪とするハイブリ

ッドアーカイブを地域DXのモデルとして各地

で実現していくことを提案したい。 

 

参考文献等： 
[1]前川道博，これからの社会教育：知識循環型生涯

学習へのチェンジ，社会教育2023年11月号，pp.12-

19. 

[2]藤本蚕業デジタルコモンズ，https://d-

commons.net/fujimoto-dc/ (参照日2024-06-15) 

[3]d-commons.net，d-commonsプロジェクト(基本設

計：前川道博)で共同開発したデジタルコモンズクラ

ウドサービス，https://d-commons.net/ 

[4]みんなでつくる西部地域デジタルマップ，

https://d-commons.net/seibu/(参照日2024-06-15) 

[5]前川道博，地域デジタルコモンズで拓く知識循環

型メディア環境，デジタルアーカイブ学会第8回研究

大会(2023)，https://doi.org/10.24506/jsda.7.s2_s55 

(参照日2024-06-15)
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＊１Eiko,Katou：岐阜女子大学大学院 文化創造学研究科 

 

荒川・入間川流域の地口絵と絵師のオーラルヒストリー 
地口絵を遺すためのデジタルアーカイブ化と保存・利活用 

 

                                                                    加藤 栄子＊１ 

 

＜概要＞「地口（じぐち）」は語呂を合わせた洒落で，享保年間より流行し，地口に合わせ

戯画を添えた地口絵は，稲荷神社の初午祭礼などで地口行灯（行燈）として立てられた。 
 地口は，言語学として主に研究され，地口絵も文字による記録の比重がまだ高い。紙媒体

である地口絵の避けられぬ劣化や消失に備え，際物でもある地口絵を画像データとして遺し，

また，絵師が減少するなか，映像によるオーラルヒストリーとして収録することによって，

地域アーカイブとして保存，伝承，復活の際の利活用が可能となるようデジタルアーカイブ

化が必要である。 
 

＜キーワード＞地口，地口絵，地口行灯，地口絵師，デジタルアーカイブ 

  
１ はじめに 

 調査のきっかけは40年前に遡る。わたしが

住む飯能市双柳では，毎年７月２週目の土日

に稲荷神社の夏祭りが開かれる。祭り当日の

朝，どこからともなく昨年の行灯を持った人

たちが一カ所に集まり，障子を破るように惜

しげも無く貼られた紙を破る。そして，おも

しろい絵が描かれた新しい半紙大の紙を張り

直し，それを役員が各家の入り口や塀などに

立てて廻る。夜になるとロウソクが灯り，炎

の揺らぎに絵が浮かび，風情ある旧道の宿場

が現れる。当時，大正生まれの方に尋ねても

「行灯」「子供の時には立っていた」と，返

答されるだけで，四角い行灯の正式な名を知

る人は皆無だった。飯能郷土史研究会の講演

会で，この行灯が地口行灯と呼ばれることが

判明するまで13年がかかった。それほど地

口，地口絵，地口行灯には市民権が無く「有

ることには気づかないが無ければ寂しい」程

度の扱いで，認知度は現在でも薄い。 

 

 

 

２ 地口，地口絵，地口行灯の歴史と背景 

「地口（じぐち）」は語呂を合わせた洒落

のこと。江戸時代，享保年間の頃（1716～

36）地口付(附)＝ 地口＋戯画が流行し，現代

で例えるなら豪華賞品付きのコンテストが大

小開催され，江戸幕府は様々な贅沢に禁止令

を出した。しかし，地口は下火にはなっても

消滅とは至らず，江戸に多くある稲荷神社の

初午や二の午祭礼の参道の灯りや民家の軒先

の初午の飾りとして，また，江戸城大奥など

の初午行事まで，多くの浮世絵に描かれてい

ることから存続を知ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

図１）楊洲周延.『江戸風俗十二ケ月之内二月 

初午稲荷祭之図』.横山良八.国立国会図書館

デジタルコレクション. 

https://dl.ndl.go.jp/pid/1307023(参照 

2024-05-10) 
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３ 研究対象と理由 

 国文学や言語学と

しての地口研究１） 

民俗学としての地口

や地口行灯の調査・

研究，出版本，論文

は多いが，地口絵や

絵師を研究対象とし

た資料収集，調査・

研究は少ない。 

地口行灯に貼られ

る地口絵，行灯絵は，提灯を扱う店などから

購入するか，地元の継承者が描くかのふたつ

に大別できる。どちらも描き手の減少により

代替策としてコピーを取る，パウチをして飾

るなどを確認している。が，これらは「味わ

いが無い」「やはり手描きが良い」との感想

が多かった。祭りに地口行灯が立たなくなれ

ば，地口絵も忘れ去られてしまうことが危惧

される。 

地口絵を描く絵師に焦点をあてた調査・研

究も非常に少ない。幕末・明治期には，浮世

絵の需要が減った絵師が描いていたとの説も

あり，どのように継承されてきたのか絵師自

身に焦点を当て生の声で語る内容にしたい。 

 

４ 調査方法 

表記と読み）地口：じぐち 

      元句：もとく 

行灯に統一       

① 調査対象：東京都と埼玉県 

調査が進み，現存から休止の祭りも含める

と地口行灯が立つ祭りは関東一円と秋田市，

山形県鶴岡市・米沢市，新潟県上越市，長野

市，静岡県三島市，岐阜市まで広域に確認す

ることができた。 

東京都の多摩川流域は，現在でも地口行灯

が立つ祭りが非常に多く盛んである。 

本稿では，調査・研究対象地域を絞り，東

京都の荒川下流域から埼玉県西部を流れる支

流の入間川へ遡ることとした。理由は，江戸

との交通，物流に着目したからである。埼玉

県川越市には川越藩が置かれ，川越街道で結

ばれ，舟運でも「川越夜船（川越と千住をひ

と晩で結ぶ）」があった。飯能市も材木の出

荷は筏流しで，千住には飯能の材木屋の支店

が置かれていたからである。 

この荒川・入間川流域にも大規模な神社の

祭礼や市民活動としての地口行灯祭り，地元

の小さな祭りと地口行灯を立てる風習が近年

も多く残る。全てを網羅するのは難しいが，

可能な限り，取材と現存する資料収集のデジ

タルデータ化を並行して行う。 

 
 

② 対象とする時代：江戸時代享保年間から

令和までとする。 

③ 地口絵：収集とデジタルデータ化 

総称は地口絵であるが，販売する店の基準

や地口絵師の個性により全く異なる。同じ絵

師が書いても手書きと手彩色なので，全く同

じ地口絵が販売されることは一枚もない。地

口絵の多様さをメタデータ，サムネイルなど

を付してデータ化し，Excelで分類，検索，抽

出比較を可能にする。 

瓶垂れかすみは地口絵に挿入されている１ 

～３本の波線や直線で，浮世絵の背景と同じ

く目を引く効果があると思われる。 

この瓶垂れかすみの特徴から容易に絵師を

特定することが可能となる。 
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④ 地口絵を分類して調査：写し系と創作系 

写し系は，江戸中期からの地口，歌舞伎，

川柳などを元句とする。現代では，文字の判

読，意味の解釈など不明な地口絵もある。 

種本や元絵（＊後述）が店ごとに存在し，

地元の地口絵担当者から後継者へ手渡しで伝

わることもある。 

鶴ハせんべい 亀はまんじゅう 

埼玉県川越市 津知屋商店 

土屋 澄子氏 

創作系は，地口も地口絵も絵師の自由なう

えに現代風なのでほぼ笑えるが，戦前・戦中

を題材にする地口絵は，見る側の年代層によ

り読み解きの可否は分かれるかもしれない。 

双柳の地口行灯 所沢市増田屋より購入 

地口 おっかさん部隊  木を突け 

元句 らっかさん部隊  気をつけ 

⑤ 写し系の種本（たねぼん）と元絵 

写し系地口絵には，種本（地口絵見本帳，

あんちょこ）や元絵が存在し，古い物は江戸

期のものが残る。提灯などを製作する店など

で販売される地口絵は 

ａ）単行本大程度の種本を脇に置き，紙 

に合わせ拡大して描く 

ｂ）元絵の上に半紙大の白紙を置き上から 

直接なぞる 

などの方法がある。 

地元で地口絵を継承している場合は，前任

者から後継者への手渡しで，密かに伝わって

いるようだ。 

種本も元絵も写し作業の過程による劣化や

墨による汚れは避けられず，デジタル化して

保存することを急がなければならない。国会

図書館をはじめ保存はされているが，全て網

羅されているか，元絵の保存も不明である。  

地口行灯が立つ地域では，市民活動などに

よる協力でデジタル化し，補填しておくこと

は必要である。 

本稿の方法としては，カメラ撮影またはＡ

３ノビスキャナーでデジタル化している。 

種本の一例 

図２）錦亭稜道 撰・(歌川)直政 画．御祭禮

地口行燈．版元,出版年不明（嘉永頃 1848-

1854）. 

 

元絵の一例 

飯能市 小槻正信氏所有の元絵(左)と地口絵 

地口 だるま大酒 

元句 だるま大師 
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⑥地口絵師の映像オーラルヒストリー 

 地口絵師を撮影した映像によるオーラルヒ

ストリーは多くはない。 

地口絵をどこで誰が描いているのか。絵師

自身が話し，作成の様子を撮影することで，

地口絵と絵師が共に理解されるよう，相乗効

果に期待したい。身近過ぎて，地味ではある

が，ゆるい笑いと長く続く民俗文化の価値が

再認識されるよう心がけて撮影をする。交渉

は，身近な絵師から既に進めている。 

撮影の準備と心構え 

 ・撮影について事前の説明をする 

・希望や条件も聞き取りノートに記録する 

・書面を交わし，公開について確認をとる 

 が，絵師によっては堅苦しさを嫌う人も 

いるので強制はしない。ご家族にも説明 

と了解は得る。 

デジタルムービーカメラは，絵師が緊張し

ないよう原則１～２台。固定時は三脚を使用

するが，肩越しの撮影には一脚が活躍する。 

 

映像による絵師のオーラルヒストリー 一例 

「おらぁほうのあんどん絵」＊小中学生向け 

2011年作成 6′33″  

Adobe aftereffect 

 

「江戸の残照 地口行灯 講師 土屋澄子氏」 

2020年作成 19′13秒 

Adobe aftereffect 

５ 課題 

 地口，地口絵，地口行灯という民俗文化が

どこまで理解され浸透し，遺せるか。 

紙媒体である地口絵や種本・元絵など希少

資料の保管がいつまでされるか。 

調査・研究を継続しながらも本稿のデジタ

ルアーカイブデータが利活用されるよう日々

務める。 

 

６ おわりに 

紙媒体の種本や元絵の劣化，消失前にデジ

タルデータで記録すること，絵師の減少によ

る衰退気味の地口絵と地口行灯が立つ祭礼を

記録することは，地域資料の保存，後に祭礼

の復活をする際の利活用にも繋がる。 

近年，地口絵を販売する店や地口絵師の減

少により，祭りが開催されても地口行灯を立

てることがなく，地口行灯の伝承，衰退が危

惧されている。仮に一度途絶えたとしても地

口行灯の復活を試みる際の参考として，地域

資料アーカイブを意識したデーターベースを

作成しておくことは重要であり，知の利活用

に繋がるはずである。 

 

 

参考文献  

1)綿谷雪.言語遊戯考.發藻堂書院,1927,126p. 

 

参考資料 

鈴木棠三.ことば遊び.講談社学術文庫,1975, 

272p. 

麻生磯次．笑の研究．東京堂,1947,479p． 

斎藤月岑・朝倉治彦校注．東都歳事記．東洋

文庫159,1970,268p． 

埼玉県立民俗文化センター．埼玉の祭り行

事．埼玉県教育委員会,1997,260p． 

ハワード・S・ヒベット,長谷川強.江戸の笑

い.明治書院,1989,338p. 

小槻正信.飯能の絵馬.飯能郷土史研究

会,1971,34p. 

 

 

 

 

 

 

 

現在，他に完成作品１，編集途中作品１。 
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＊１Shodai,Mori ：名古屋大学大学院 人文学研究科 

 

怪談研究へのデジタルアーカイブの視点導入に関する検討 
                                                                     

森 翔大＊１ 

 

＜概要＞発表者の専門は日本近世文学であり，主に怪談・奇談（怪異小説）の研究を行ってい

る。近世には数多くの怪談書が執筆・出版されていることに加え，怪談の舞台は日本各地さまざ

まで，地域性が見られることもある。そのため，研究においては多くの怪談の舞台や特徴といっ

た情報を整理していくことになる。 

本発表では，このような怪談研究にデジタルアーカイブの視点を導入し，怪談の情報をメタデ

ータとして捉えて整理することで期待される効果について検討してみたい。 

＜キーワード＞怪談，怪異小説，近世文学，データベース，デジタルアーカイブ 

  
１．はじめに 

 江戸時代には多種多様な書物が出版された

が，その中の一つに怪談書がある。怪談書には

日本各地の幽霊や化け物など怪異的な内容が

描かれている。『諸国百物語』（延宝５年（1677））

や『御伽百物語』（宝永３年（1706））のよう

に百物語の名が付いたものなど，先行する怪談

の影響を受けた書が陸続と出版されたことも，

江戸時代における怪談の流行を物語っている。 

 怪談書については，近世文学の分野で数多く

の先行研究があるが，デジタルアーカイブと関

連させた検討は行われていない。そこで，本稿

では近年のデジタル人文学推進の状況を鑑み，

怪談研究においてデジタルアーカイブ的視点

での整理や調査を行うことで，どのような効果

が期待できるのか検討を試みた。 

 

２．怪談の検討の具体的事例 

 怪談の中には類似した展開や共通点が見ら

れるものが散見される。研究では，それらを比

較して影響関係などを検討することになる。 

 一例として，離魂と狐にまつわる怪談を見て

みよう。『諸国百物語』（延宝５年（1677））

一ノ十一「出羽の国杉山兵部が妻かげの煩の

事」はある男の妻が二人現れる怪異を描いた話

である。 

出羽の国に杉山兵部といふ侍有りける

が，この妻ある夜のことなるに，小用をか

なへにうらへ出でて，（略）兵部ふしぎに

おもひ，戸をあけ内に入れ，火をとぼさせ

て見あわするに，両人すこしもたがわず。

（略）あるものゝ云ふやう，「変化の物は

かならず両の手丸きもの也」と云ひければ，

さらばとて吟味しければ，一人の妻の手す

こし丸かりしを，是こそ変化の物よとて，

そのまゝ首をうちをとしてみれば，まこと

の妻也。さては今一人の妻こそ変化にきわ

まりたりとて（略）つゐに首をうちをとし

見ければ，是れもまことの妻なり。 

ある夜，妻が二人になった。ある者が，変化の

物は手が丸いというので，手が丸い方の妻を斬

り殺すが変化は解けず本物の妻であった。もう

一方も斬ってみるがこちらも本物の妻だった

という話。このような一人の人物が二人に別れ

る現象は離魂病あるいは影の煩いと呼ばれた。 

 同じく離魂病を描いた話に『本朝故事因縁

集』四ノ二「狐四国不住由来」（元禄２年（1689））

がある。 

然処ニ享禄年中ニ前河野通直ノ妻女二

人ニ成，同姿，同衣装ニテ同座セリ。通直

驚キ僉議シ，「何レ一人ハ化者ナルベシ」

トアレバ，「吾正身ノ妻ヨ」「吾コソ人ヨ

汝化者ヨ」ト泣喚互ニ争フ。（略）通直二

人ノ女ヲ捕ヘテ，籠居シテ数日ヲ経ル中ニ，

一人ノ女食ヲ喰事別ナリ。是ヲ捕ヘテ拷問

ス。即チ狐トナル。 

この話では伊予国の河野通直の妻が二人に分

かれ，片方の正体は狐であった。最終的に狐は

罪を許され，その代わりに四国から出て行くこ

とを命じられる。これが四国に狐がいない理由

である，と話は締めくくられる。 

 妻の分裂は同様であるが，一方は理由不明で

もう一方は狐が理由である。離魂という共通し

た題材を元にしている別の話とも思われるが，

次の話はどうであろうか。 

浮世草子『諸国狐噺』（刊年不明）「四国狐

退治の事」は『本朝故事因縁集』と同じく妻の

分裂と狐四国不在譚を組み合わせて展開され

る。かつて相沢の中納言が四国の国司だった頃，

中納言の命によって多くの狐が殺された。それ

に怒った狐が復讐のために妻に変化する。 

有時，中納言御台もろとも庭前に御出ま
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しまして，そうくわを眺め給ふ所に，御台

所二人になりたまひ，「あゝおそろしや中

納言」と二人一度に両の袂にすがりたまひ，

「我こそまことの妻。それこそ変化」と争

い給ふ。 

妻と狐は互いに自身が本物だと言い争うが，中

納言は狐の口車に乗ってしまう。 

「あれ見給へ。あやまり多き故にみづから

に口とめられ，とかふの事申あへず，その

太刀こなたへ遣し給へ。みづから女なりと

もかやうのくせもの打つて捨てん」と中納

言の御帯刀に取すがれば中納言，「いまは

尤よ」と太刀ひんぬき，あへなく御台の御

首を打給ふ。 

中納言は本物の妻の方を斬り殺してしまう。 

 この話には『諸国百物語』における妻を斬り

殺す展開と，『本朝故事因縁集』の狐と四国の

関わり，その両方がうかがえる。このように，

怪談の収集・調査においては共通した展開や地

域性などをふまえて影響関係を検討するため，

怪談の体系的な情報整理が必要となる。 

 

３．怪談の情報整理 

 文学研究においては翻刻などのテキスト化

も必要であるが，加えて稿者はリストで怪談の

諸情報を整理している。項目としては「書名」

「巻・第」「章題」「地域」「関連人物」「キ

ーワード」「概要」等である。その他，必要に

応じて「出典」「備考」なども付している。今

回紹介した例，『諸国百物語』でリストの一部

を示すと表１のようになる。 

 これらの情報はアーカイブにおけるメタデ

ータに相当する。体系的に整理することで，怪

談の情報を概観でき，検索も容易となる。怪談

の情報をデジタルアーカイブ的に整理するこ

とで，より研究や有効活用に繋がるのではない

か，というのが稿者の考えである。 

表１ 怪談情報リストの一例 

 

４．怪談のデジタルアーカイブ化の有効性 

 近年はデータベースやデジタルアーカイブ

が発達しており，国文学研究資料館「国書デー

タベース」等で原本を見ることができる。各種

データベースも普及しており，和歌や俳諧など

は検索もし易くなっているが，小説に関しては

実際に目を通して情報を集める必要がある。国

際日本文化研究センター「怪異・妖怪伝承デー

タベース」のようなツールも存在するが，主に

民俗学の成果をもとにしており，怪談の情報と

はやや傾向が異なる。 

 データベースで怪談の諸情報を集約し，合せ

て怪談の舞台となった土地の情報をマッピン

グすることができれば，類例の検索などが容易

となり，視覚的にも関連性を見出せるようにな

るのではないだろうか。マッピングの効果が期

待できそうな例としては，尾張藩の怪談を集め

た『尾張霊異記』（近世後期写）がある。本書

は尾張藩内の地名や通名など細かい土地の情

報が記されており，地域のアーカイブとしての

活用も期待できる。 

 

５．おわりに 

 本稿では怪談の情報をデータベースやデジ

タルアーカイブで整理することの有効性につ

いて検討を行った。情報整理や検索の容易さな

ど研究への有効活用とともに，地域のアーカイ

ブにも寄与できる可能性を確認できた。 

 今後は，より具体的な有効性を示すために，

データの整理やマッピングなど試験的な実践

を進めていきたい。 

 

参考文献 

[１]『諸国百物語』（国文学研究資料館蔵，和

古書請求記号： 96-1098-1～5） 

[２]『本朝故事因縁集』（国文学研究資料館蔵，

和古書請求記号：ヤ7-50-1～2） 

[３]『諸国狐噺』（矢口丹波記念文庫蔵，マイ

クロ請求記号：ヤ八-35-11） 

[４]国書データベース 

（https://kokusho.nijl.ac.jp/?ln=ja） 

※[１]～[３]は，本データベースを参照した。 

[５]怪異・妖怪伝承データベース 

（ https://www.nichibun.ac.jp/YoukaiDB/ ） 

 

付記 

本文の引用に当たっては適宜，濁点や傍線を

付す，漢字に改めるなど私に加工を施した。

 

書名 諸国百物語 

巻・第 一ノ十一 

章題 出羽の国杉山兵部が妻かげの

煩の事 

地域 出羽国 

関連人物 杉山兵部 

キーワード 影の煩い，離魂，妻の斬殺 

備考 国文学研究資料館蔵本 
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＊１
Yasufumi,Kumazaki ：岐阜女子大学 ＊2Miyo,Kagawa ：大垣市役所 

 

米国国立公文書館日本関連資料の利用にあたって 

～画像資料の利用（同一性保持権）に関わって～ 

 

                                                           熊﨑 康文＊１ 香川 美世＊2 

 

＜概要＞元岐阜女子大学教授の菊川健先生が当時の文部省科学研究費で米国国立公文書館から約

4,000件の映像を収集された資料が、岐阜女子大学に保管されている。戦中から戦後の国の機関か

ら市井の人々の様子まで記録された貴重な資料で、基本的にはパブリックドメインとして利用が

可能である。近年、AI等による白黒画像のカラー化が行われているが、米国国立公文書館の白黒

画像のカラー化について許諾の要を同館に問い合わせたところ、可能であるとの回答を得た。 

 

＜キーワード＞米国国立公文書館、同一性保持権、デジタルアーカイブ、AI、白黒画像カラー化 

  
１．はじめに 

岐阜女子大学に保管されている米国国立公

文書館（The National Archives and Records A

dministration以下NARA）日本関連資料は、菊川

健先生（元メディア開発センター、元岐阜女子

大学教授）が2000年から2002年にかけて文部

省科学研究費で約4,000件の映像を収集し保管

されたものである。戦中から戦後の国の機関か

ら市井の人々の様子まで記録された貴重な資

料である。真珠湾攻撃から太平洋地域での戦闘、

沖縄戦、本土空襲、原爆投下、終戦処理、米軍

の統治、戦後の復興・民主化、講和条約、庶民

の生活・民具、公文書などである。 

資料の多くは図1のような白黒の画像である。 

資料を掲載する場合、パブリックドメインで

あるが、この図のキャプションのように、「N

ational Archives (D111-SC-160-202199)」と

クレジットの記入が推奨されている。 

近年、AIによる白黒画像のカラー化が比較的

容易となり、渡邉ら（2019）の「記憶の解凍」

プロジェクトなどの実践がある。 

例えば図1の画像をカラー化できるサイト1

でカラー化すると図2のように着色される。 

こうしたサイトでは、人の肌や自然物は比較

的自然な着色となるが、図2のように人工物は

正確に着色されているとはいえない。しかし、

固まった印象の白黒画像が一部でもカラー化

されるとその雰囲気は変わり、個人的な印象で

はあるが身近に感じられるようになる。従って、

NARAの日本関連写真資料の白黒画像をカ

ラー化することは、当時の様子を、実感を持っ

てとらえる学習材になることが期待される。 

しかし、これらの資料はパブリックドメイン

といえども、カラー化は原資料の改変となり、

同一性保持権の侵害となることが懸念された

ので、NARAに具体的に問い合わせることを試

みた。 

 

２．NARAとのやりとり 

図1 日本人が国政選挙で投票，1949.1.24 

National Archives (D111-SC-160-202199) 

図2 日本人が国政選挙で投票，1949.1.24 

National Archives (D111-SC-160-202199) 

Vance AIでカラー化 
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図3のNARAのWebサイトの問い合わせペー

ジから問い合わせ、担当者とやりとりを行った。

“We welcome your questions. * indicates 

a required field. ”に従い、“How can we 

help you? *”では“Research”を選択し、“W

hat type of records are you interested in? *”で

は、“Special media (audio, video, film, photos, 

aerial photos, maps, plans) ”を選択した。 

“What is your question? ”に、以下の文面を

入力し2024年5月5日に提出した。 

“My name is Yasufumi Kumazaki, Associate 

Professor at the Faculty of Cultural and Creative 

Studies, Gifu Women's University, Japan. Our 

university possesses a collection of photographic 

images related to Japan during the WWⅡ and the 

postwar period, which were previously copied by 

the National Archives and Records Administration 

(NARA). We would like to colorize these black-

and-white images and use them as educational 

materials. 

Accordingly, we would like to know whether 

NARA's permission is required to colorize the 

original black-and-white photographic images. 

We would be grateful for your response.“ 

以下は上記の直訳である。 

「岐阜女子大学文化創造学部准教授の熊﨑康

文と申します。本学には、米国国立公文書記録

管理局（NARA）で複写された第二次世界大戦中

および戦後の日本に関する写真資料がありま

す。これらのモノクロ画像をカラー化して教材

として使用したいと考えています。 

そこで、オリジナルのモノクロ写真画像をカ

ラー化するために、NARAの許可が必要なのかど

うかを教えていただきたい。 

ご回答をお願いいたします。」 

本質問を提出するにあたっては、同様の文面

を翻訳サイトDeepL2で翻訳し、文面を整えた。 

NARAからは2024年5月8日にメールで以下

の返信があった。 

“Dear Yasufumi Kumazaki, 

 

Thank you for contacting the Still Picture Bran

ch. Do you have a citation for the records you 

have? Or, can you provide a sample of the im

ages? Once received, we can try to assist you.

（二重下線筆者・以下同） 

With that said, however, please note that the 

National Archives does not confirm the copyri

ght status of photographs but we will provide 

any information filed with the photograph. Add

itionally, the National Archives does not grant 

permissions for use of photographs within our 

holdings, we will simply provide any relevant c

opyright information. 

 

If the photograph has no copyright restrictions, 

you may do how you wish without any specia

l permissions. However, if the photographs are 

copyrighted, you would need to seek permissio

ns from the copyright holder for use.  

  

We have included our full publication and cop

yright statement below. 

 

If you have any questions, please let us know. 

 

Thank you, 

Sarah Bseirani 

Archivist, Still Picture Branch (RRSS) 

National Archives & Records Administration 

https://www.archives.gov/research/still-pictures 

 

PUBLICATION OF PHOTOGRAPHS FURN

ISHED BY THE NATIONAL ARCHIVES S

TILL PICTURE BRANCH-RDSS 

 

Generally, copies of photographic records held 

by the National Archives may be published wi

thout special permission or additional fees. The

 National Archives does not grant exclusive or 

non-exclusive publication privileges. Copies of 

図3 Contact Us，Contact the National Archives 

and Records Administration，2024.5.31 
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Federal records, as part of the public domain, 

are equally available to all. A small percentage

 of photographs in our holdings are or may be

 subject to copyright restrictions. The National 

Archives does not confirm the copyright status 

of photographs but will provide any informatio

n known about said status. It is the user’s re

sponsibility to obtain all necessary clearances. 

Any use of these items is made at the researc

her’s or purchaser’s own risk. 

 

Proper credit lines are encouraged in the intere

st of good documentation. They also help infor

m the public about government photographic re

sources that are available. Detailed information 

about citing records in the National Archives c

an be found at https://www.archives.gov/files/pu

blications/general-info-leaflets/17-citing-records.p

df. 

 

*Because so many of our requests for informat

ion cite credits and captions that appear in pu

blished works, the inclusion of a photo number

 in hard copy and electronic publications is of

 great assistance to both us and the public.* 

 

Examples of preferred credit lines are as fol

lows: 

 

National Archives photo no. 80-G-32500  

Credit National Archives (photo no. 306-NT-18

6000) 

Courtesy National Archives, photo no. 26-G-34
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National Archives (111-SC-202199) 

 

If using a large number of our images, the Na

tional Archives will appreciate receiving copies 

of publications that contain our photographs. S

uch copies can be sent to the Still Picture Bra

nch or the Library, National Archives and Rec

ords Administration. 

 

Warning Concerning Copyright Restrictions 

 

The copyright law of the United States (Title 

17, United States Code) governs the making of

 photocopies or other reproductions of copyrig

hted material. 

  

Under certain conditions specified in the law, l

ibraries and archives are authorized to furnish 

a photocopy or other reproduction. One of thes

e specific conditions is that the photocopy or r

eproduction is not to be “used for any purpos

e other than private study, scholarship, or rese

arch.” If a user makes a request for, or later 

uses a photocopy or reproduction for purposes 

in excess of “fair use,” that user may be lia

ble for copyright infringement. The National A

rchives reserves the right to refuse to accept a 

copying order if, in its judgment, fulfillment of

 the order would involve violation of copyright

 law.” 

前半は今回の質問の回答で、後半は「国立公

文書館静止画部門から提供された写真の出版-

RDSS」と題する出版物および著作権に関する

情報である。 

回答の後半二重下線“If the photograph has 

no copyright restrictions, you may do how you

 wish without any special permissions.”によれ

ば、著作権に制限のない場合は特別な許可なく

自由に使用できる。つまりカラー化の許諾は必

要ないと解釈できた。 

しかし、前半二重下線“Do you have a 

citation for the records you have? Or, can you 

provide a sample of the images? Once received, we 

can try to assist you.”との回答だったので、図1，

2とともに図4～7を添付し、2024.5.14に以下の

返信をした。 

“Dear Sarah Bseirani 

 

Thank you very much for your response. 

I attach three of the original images that we would 

like to colorize and three of the images that we have 

tried to colorize. 

Could you provide us with the copyright 

information for these images? 

Please note that the resolution of the attached 

images has been reduced. The file names are based 

on the classification of the previous NARA 

reproductions. 

Thank you in advance. 
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Yours sincerely, 

Yasufumi Kumazaki 

Associate Professor ， Faculty of Culture and 

Creativity Department of Digital Archives 

Gifu Women's University” 

これに対し以下の回答があった。 

“Dear Yasufumi Kumazaki, 

 

Thank you for providing the images! Based on the 

information on the images, we believe the photos 

are found in our holdings of US Army Signal Corps 

photographs, 111-SC. The US Army Signal Corps 

photographs are considered US Government works 

and are therefore within the public domain, so you 

may use them how you wish without requesting 

special permissions.  

 

If we can be of further assistance, please let us 

know.” 

（署名略） 

今回も「米国陸軍信号隊の写真は米国政府の

著作物であり、パブリックドメインですので、

特別な許可を要求することなく、自由にお使い

いただけます。」との回答（二重下線部分訳）

だった。具体的な写真を添付しても同様な回答

を得られたことから、NARAはパブリックドメ

インの画像のカラー化は容認すると解釈でき

たといえる。 

 

３．おわりに 

今回のNARAからの最後のメール中“111-SC”

にリンクがあり、アクセスするとNARAのWeb

サイト中の“CATALOG”，“Record Group 111: 

Records of the Office of the Chief Signal Officer”

のページにリンクした。 

NARAでは資料分類を「組織・機能別分類3」

としており、その最上位が“Record Group”で

あり、“111”は“Records of the Office of the Chief 

Signal Officer”で、メール中の「米国陸軍信号

隊」の記録となる。 

そして、同ページの下部に“Use: Unrestricted”

とあることから、Record Group 111の画像使用

は無制限であることがわかる。本学に保管され

ている画像はすべてRecord Group名がフォル

ダ名になっており、該当するRecord Groupを確

認することで、使用条件が確認できることにな

る。 

今後、米国公文書館日本関連資料を利用する

場合、カラー化も含め、利用の範囲を拡大させ

ることが可能となるであろう。 

 

補注 

1 Vance AI

（https://vanceai.com/ja/workspace/?source=wo

rkdesk&type=photo-restorer） 

MyHeritage

（https://www.myheritage.jp/incolor） 

2 DeepL（https://www.deepl.com/ja/translator） 

3 仲本和彦，NARAの資料構造 レコード・グ

ループとシリーズ，研究者のためのアメリカ

国立公文書館徹底ガイド，凱風社，2010.6.

30，PP.46-47 

 

参考文献 

[1] 渡邉 英徳, 庭田 杏珠, 「記憶の解凍」：

カラー化写真をもとにした“フロー”の生成

と記憶の継承, デジタルアーカイブ学会誌,

 2019 年 3 巻 3 号 p. 317-323 

[2] 仲本和彦，研究者のためのアメリカ国立公

文書館徹底ガイド，凱風社，2010 

 

図4，5 東京駅前のアメリカ軍憲兵，1945.9.18 

National Archives (111SC73-3_a0863) 

MyHeritageでカラー化 

図6，7 日本の足踏脱穀機，1945.11.21 

National Archives (137-1_290815) 

MyHeritageでカラー化 
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大学生によるバーチャルツーリズムコンテンツの制作 

－下呂温泉街を例に－ 
 

                                                                  林 知代＊１  櫟 彩見＊2 

 

＜概要＞岐阜女子大学デジタルアーカイブ専攻の１・２年生のプロジェクト活動として，下呂温

泉街の１０軒の旅館の館内施設を３６０度パノラマ画像を撮影をさせていただき，旅館内の３６

０度パノラマツアー制作と旅館ロビー空間のメタバース化を行った．その意義と３６０度パノラ

マ画像のデジタルアーカイブ化の課題について報告する． 
 

＜キーワード＞メタバース，３DCG，デジタルアーカイブ，観光DX，情報教育 

  
１．はじめに 

岐阜女子大学では，2022年より「メタバース

に学びの世界を」をテーマに，大学教育にメタ

バースを取り入れている．また「地域資料教育

利用DX推進事業」として，様々なプロジェクト

活動を行っている． 

2022年7月には，日本有数の観光地である下

呂温泉街を有する岐阜県下呂市と「地域活性化

に関する包括連携協定」を締結し，メタバース

での下呂温泉街の街並みの再現を目指し，現地

取材や撮影，コンテンツ制作など，下呂市を対

象としたデジタルアーカイブの観光DXへの活

用の研究に取り組んでいる．
1）

 

2）

  

本研究では、デジタルアーカイブ専攻の１・

２年生のプロジェクト活動として、下呂温泉街

の１０軒の旅館の館内施設を360度パノラマ画

像の撮影をさせていただき、旅館内の360度パ

ノラマツアー制作と旅館ロビー空間のメタバ

ース化を行ったので報告する。 

 

２．現地実習 

下呂温泉旅館共同組合にご協力いただき、名

乗りをあげていただいた下呂温泉街の１０館

の旅館に，岐阜女子大学デジタルアーカイブ専

攻の１・２年生の学生４８名が１日がかりで下

呂市行き，４〜５名のグループに分かれて訪問

させていただき，旅館の館内を360度カメラ

（RICOH THETA）とデジタル１眼レフカメ

ラで静止画を記録した． 
撮影時間は、お客様の写り込みを避けるため，

チェックアウトからチェックインの間の時間

となる１１時〜１４時の間で計画した。 

旅館撮影実習後、学生には、下呂温泉街の観

光資源の調査も兼ねて，２時間程度の下呂温泉

街の散策を楽しんでもらった。 

事前学修では、バーチャルツアーを作成する

ためにはどの程度の場所を撮影しなければツ

アーとしてつないでいくことができないか、大

学内で実習を行うとともに，担当する旅館内に

どのような施設があるか旅館の公式WEB ペ
ージで公開されている範囲の情報で調査を行

い撮影希望場所や撮影ポイントの計画を立て

させた． 
例えば，ロビーを撮影するにしても入り口・

フロントの前・ラウンジ・・と移動していける

ように撮影しておかなければ，バーチャルツア

ーが行えないことをイメージさせた． 
当日は，グループリーダー，撮影記録，１眼

レフカメラ撮影・360度パノラマ撮影の担当に

役割分担し，旅館のスタッフの方に館内をご案

内いただき，随時，学生が撮影ポイントをその

場で決めて撮影に挑んだ． 

 

３．360度パノラマツアー制作 

360度パノラマ画像を活⽤して，10館のバー

チャルツアーを制作することができた． 

バ ー チャル ツ ア ー の 制 作 に は Pano2VR
（Garden Gnome Software社）を⽤いた． 
学生へのアンケートでは，完成したコンテンツ

への出来栄えについて９７．６％の学生が満足

するものになったと回答した． 

苦慮した点としては，大型旅館の館内は広く，

ストリートビューのように移動していくだけ

ですべての場所をつなぐように360度パノラ

マ画像を撮影することはできなかった．そこで，

場所毎のメニューを作成して移動できるよう

にした． 

また，お客様の写り込みは概ね避けて撮影す

ることができたし，人が写り込んだ場合の対策

として，同じ場所で複数回シャッターを切って
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おくよう事前に指導しておいたことによって，

画像を重ねて人の画像の削除を行うことで，写

り込みには対応することができたが，館内清掃

の時間中であったため，客室の押し入れをあけ

ったままであったり，掃除道具移り込んでいる

こと違和感を感じずに撮影してしまったグル

ープもあった．観光用のコンテンツとしてはそ

のまま使用するわけにはいかないと考え，画像

加工することで削除することができたが，この

ような場合に現場で配慮できる機転こそ，経験

でしか学べないものだと改めて感じた． 

 

４．旅館ロビー空間のメタバース化 

 １０館のロビーのメタバースを，オープンソ

ースで提供されているソフトウェアBlenderを
用いて３DCG制作を行い，その後Mozilla社が

提供しているメタバースプラットフォームで

あるHubsにて制作した．その後，Hubsのサー

ビスが終了したため，現在は，株式会社 NTT
コノキューが提供しているNTT Doorに移動

した．制作時は，静止画と360度パノラマ画像
が資料となった． 

Blenderの基本操作を３コマ程度授業で学ん

でから制作にはいったが，個人学修に頼る割合

が高くなってしまい，グループによって完成度

に差が出てしまう結果となった．学生の感想か

らも，大変だったとの意見が多くでてしまった．

しかし，出来栄えはグループによって差がある

ものの，10館を完成させることができた． 
 

５．360度パノラマ画像のデジタルアーカイブ

化 

 360度パノラマ画像は，空間全体が映り，静

止画と比較して情報量が豊富になる．360度カ

メラの性能が向上したこともあり，Google ス

トリートビューをはじめとして，防犯カメラや

ドライブレコーダーでも活用されるなど，近年

日常生活からビジネスまで多岐にわたり利用

されるようになってきている．また，Youtube

でも多くの360度動画が公開されている． 

デジタルアーカイブの分野でも，デジタルア

ーカイブの連携に関する関係省庁等連絡会・実

務者協議会報告書において提言された「デジタ

ルアーカイブ社会」では，観光用VRや付加価値

３D化への活用が挙げられており
3）

 ，NHKの「VR

震災の記憶」
4）

 や，国立化学博物館の「おうち

で体験！ かはくＶＲ」
5）

 など，コンテンツと

しての提供が広まっている． 

しかし，現在のデジタルアーカイブの保存形

式としては静止画や動画が主であり，例えば，

文化庁の文化財デジタルコンテンツ
6）

 では，ト

ップページに「超高精細VR・パノラマ」とメニ

ューがあるが，コンテンツは16件にとどまって

いる． 

 今後は、２次活用を可能とする素材としての

360度パノラマ画像のデジタルアーカイブ化の

整備が必要であると考察する． 

 

６．おわりに 

 完成した360度パノラマツアーと旅館ロビ

ー空間のメタバースは，今後，岐阜女子大学が

制作している下呂温泉街メタバースの一部と

して，学生が制作するバーチャルツーリズムコ

ンテンツとして発展させていく予定である． 

 ご協力いただいた，下呂温泉旅館共同組合お

よび10館の旅館の関係者の皆様に感謝いたし

ます． 
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＊１Kaori,Suzuki ：岐阜女子大学大学院 文化創造学部

中国語対面・オンラインレッスンの教材研究開発 
    鈴木 かおり＊１ 

＜概要＞2014年から子ども向け中国語サークル活動を行ってきたが，2020年の新型インフルエン

ザ等感染症流行により活動を中止し，オンラインを用いた事業へ移行することになった。しかし

オンラインレッスンを始めるにあたり，対面レッスンでは効果的であった教材がオンラインレッ

スンでは効果を発揮せず，これまでのカリキュラムや教材をそのまま使用することができないこ

とが分かった。そこで本研究では，対面レッスンの教材をもとにオンラインレッスンで活用でき

る教材開発を行い，実際にレッスンで用いて教材の効果や理解度を比較した。その結果，オンラ

インレッスンにおいても子どもの興味を引くことができる教材を開発し，効率良い指導へ繋がっ

たことから，対面レッスンよりも中国語の習得が向上した。対面レッスン時に課題であった，継

続的な自主学習習慣をつけることによる，記憶の定着が図ることもできた。

＜キーワード＞中国語教育，オンライン授業，教材開発，幼児外国語教育，初等外国語教育

１．はじめに 

2014年5月に子ども向け中国語サークルを立

ち上げ，子ども用教材の不足から教材を開発し

つつ，対面レッスンを行ってきた。対面レッス

ンの対象年齢は，２歳児から小学３年生までで

あった。レッスンは45分間の対面で行い，指導

者１人に対して生徒が７人の一斉授業形式で

あった。しかし新型インフルエンザ等感染症流

行により，対面レッスンの活動を中止せざるを

得ない状況となった。

そのため2020年4月から対面レッスンの経験

を活かして，マンツーマンの30分間オンライン

レッスンへと事業を移行することになり，対面

レッスンのカリキュラムや教材をオンライン

レッスン用に開発する必要が出てきた。また教

材を直接渡すことができないため，生徒側で準

備できるものにする必要があった。対面レッス

ンで活用した教材をデジタル化して用いたが，

対面レッスンで効果的だった教材が，オンライ

ンレッスンでは効果を発揮しないケースが

多々あった。英語等のオンライン用教材開発の

事例はあるが中国語教材は少なく，さらには子

ども向けの教材開発の事例はほぼなかった。

そこで本研究では，幼児や小学生に向けた中

国語オンラインレッスンで活用できる教材開

発を行った。教材を用いてレッスンを行うこと

で，対面レッスンとオンラインレッスンにおけ

る教材の効果や理解度を比較した。そして指導

形式による学習効果の違いから，オンラインレ

ッスンの利点と課題を明らかにした。 

２．研究方法 

 対面レッスン用に開発した教材は，動物の名

前を覚えるための動物サイコロ（図1），漢数

字の並びや日付を学ぶための漢数字ブロック，

顔のパーツを覚えるための福笑いであった。対

象が幼児や小学生であるため，レッスンに参加

させるには興味を引く必要があった。子どもが

サイコロを転がす，ブロックを積み重ねる，福

笑いを楽しむなど，体を動かして学習できる教

材を考案した。指導中，着席していない子ども

が数名いたが，漢字カードに加えて転がす経験

ができる動物サイコロを用いると，着席して参

加することができたことから，効果的であった

と言える。しかしオンラインレッスンではどち

らも不可能であるため，別の方法で興味を引く

必要があった。

２－１．オンラインレッスン用の教材開発 

 対面レッスン用教材をオンラインレッスン

で活用できるように開発を行った。開発する際

には，子どもの興味を引く教材であること，デ

ジタル化してネットワーク経由で渡すことが

できることの２つを考慮した。 

２－２．教材の効果および理解度の比較 

これまでのレッスン記録を用いて，対面レッ

スンおよびオンラインレッスンの子ども達の

様子から，教材の有効性や子ども達の理解度を

比較した。

図1 対面レッスン用教材の一例
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３．研究結果 

３－１．オンラインレッスン用の教材開発 

オンラインレッスン用に開発した教材のう

ち，図1に示した動物サイコロに対応する教材

を図2に示す。対面レッスンと同様に，動物の

名前を漢字で記したカードと，それと対となる

発音記号表記（ピンイン）カードを開発した。

対面レッスンでは動物のイラストを用いたが，

子どもにとってはそれが強く印象に残り，正確

な発音を身につける妨げになったため，イラス

トではなくピンインカードへ変更した。それぞ

れをデジタル化することで，各家庭にメール等

で送ることを可能とした。またこれらの教材は，

子ども自らが切り貼りして作成するように指

示を出した。教材を自分で作ったことで愛着を

持ち，教材に興味を引く形にした。

３－２．教材の効果および理解度の比較 

オンラインレッスンでは，データで受け取っ

た教材を印刷し，はさみやのり，厚紙を使って

教材製作を指導の一環として行った。製作中は，

離席したり途中でやめる姿はなく，日本語で動

物の名前を声にだしながら熱中して取り組む

姿が見受けられた。また教材を自作したことで

大切に扱う様子や，レッスン時間外に自主的に

学習する姿を確認でき，対面レッスン用教材と

同様に興味を引くことができる教材が開発で

きたと言える。 

理解度については，対面レッスンでは幼児も

含めた７名が同じ教室で指導を受けるため，他

の子どもが気になり集中できない様子が見受

けられた。また，教材は全員から見えるように

大きく作る必要があり，教材を見せたり，サイ

コロを拾いに行ったりなど，１つ１つの動作に

時間を要した。そのため45分間のレッスンのう

ち，じっくりと着席した状態で指導を受けるこ

とができるのは実質15分程度で，基本的な中国

語はあまり身につかないままになってしまう

ことが多かった。 

一方，オンラインレッスンでは，子ども１人

だけなので集中して指導を受けることができ，

教材は机上に収まることから，対面レッスンと

比較して効率良く進めることができた。中国語

の習得も速く，対面レッスンでは1語を覚える

に留まったが，オンラインレッスンでは2語文

や3語文などの中国語フレーズ学習へと発展さ

せることができた子どももいた。 

４．考察 

大人向け教材では，漢字とピンインを並べて

印字するケースが多いが，本研究では子どもが

受ける情報量を減らすために漢字とピンイン

を別のカードとして開発した。それにより視覚

から漢字カードとピンインカードの組み合わ

せを考えるといった中国語基礎学習が身につ

き，漢字カードを使って，書写したり，ピンイ

ンカードを使って読むことに挑戦したりする

など，漢字，ピンインそのものにも興味を持た

せることができた。

オンラインレッスンを行う中で，指導者が指

示した通りに漢字カードを並べたり，子どもが

画面に漢字カードを提示しながら発音すると

いう学習を行ったが，次はどのカードが提示さ

れるか予想したり，指示のあったカードを見つ

けるまでの時間に期待感を持って学習に臨め

ていたと思われる。相手の顔しか見えないこと

は，オンラインレッスンの欠点と思われるが，

手元が見えないことを上手く取り入れること

で，より教材やレッスンに興味を持たせること

ができた。またレッスン中は保護者が近くに控

えているため，子どもの学習内容や進捗状況の

伝達が容易となった。そして教材が手元にある

ことからレッスン後に親子で復習を行い，記憶

の定着といった効果も得られた。 

５．まとめ 

本研究は，オンラインレッスンにおける中国

語教材の有効性を比較することで，対面レッス

ン教材の特徴を明らかにした。その結果，動物

や果物のカードなどの，カード類は両方の形式

で効果的に使用できた。今後の展望は，オンラ

イン教材を，指導者から送信する方法に加えて，

受講者自らが教材を必要したときに，web上で

アクセスできるシステム構築をめざす。

図2 オンラインレッスン用に開発した

教材の一例 

28



 

第 22 回 デジタルアーカイブ研究会 
研究会論文（レジュメ）集 

 
2024 年 6 月 23 日 発行 
発行者 デジタルアーカイブ研究会 研究会実施事務局 

〒500-8813 岐阜県岐阜市明徳町 10 番地 杉山ビル 4F 
岐阜女子大学 文化情報研究センター内 

 
主催  デジタルアーカイブ研究会 

日本教育情報学会デジタルアーカイブ研究会 
岐阜女子大学デジタルアーカイブ研究所 

協力  特定非営利活動法人日本デジタルアーキビスト資格認定機構 


	00-01.印刷用（表紙）
	00-02.プログラム（第22回DA研究会）
	00-03.目次
	本文ページ番号あり
	01.増田和也_企業サイトにおける「会社の歴史」コンテンツの分析
	02.武田剛朗_デジタル博物館の登録博物館認定について
	03.前川道博_地域資源の学習活用を促すハイブリッドアーカイブの構築
	04.加藤栄子_地口絵を遺すためのデジタルアーカイブ化と保存・利活用
	05.森翔大_怪談研究へのデジタルアーカイブの視点導入に関する検討
	06.熊﨑康文_米国国立公文書館日本関連資料の利用にあたって
	07.林知代_大学生によるバーチャルツーリズムコンテンツの制作
	08.鈴木かおり_中国語対面・オンラインレッスンの教材研究開発

	奥付
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



